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どれだけの 規模の 災害に見舞われたら復興計 画が策定されるの か ？

　　　　　　
一
復興計画が策定される災害規模と計画 内容

一

Damage 　Thresholds　and 　Long−term 　Plans　for　Disaster　Recovery：

　　　　　　　　　　　 Experience　ofJapan
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　After　devastating　disaster，10cal　governments 　cτeate　their
“10ng−term　recovery 　plans

，，．　However，出ere　is　no 　dear
血 eshold 　showing 　how 　severely 　darnaged　local　governrnents　weuld 　establish 　the　plan，　and 　no 　analysis 　on 　what 　kind

of 　components 　those　plans　could 　include．　This　paper　disc聡 ses　about 　the 血reshold 　and 　components 　fbr‘‘long一に  

recove 【y　plans
”from　data　analysis 　on 　the　varieus

“long　terrn　recovery 　plans
”．　And　as　a　results，　when 　8％ house　holds

suffers　major 　damage 　within 　total　loca【govemmen ゼs　house　holds，　local　goverrmients　could 　establish
“long一跏

recovery 　plans
”
，　and 血ere　exits 廨 o　kinds　of “long一に m 　recovery 　plans

”
such 　as　oomprehensive 　plans　and 　disaster

reduction ＋ short 　term　recovery 　plans　among 　recent
“lo皿9−term 　recove 騨 lans，，．

Kay 恥 ’ぬ tong　term アθ co レ θワ ptanning．　history【ゾrecovery 　ptann加g．　the　1995 　Kobe 　Earthguake ．’he　2004 　Mid −

　 　 　 　 　 Niga加 Earthguaたe

1．研究の 背景と目的

　大きな被害を伴う災 害に 見舞われ た 自治体は 復興計画を

策 定 す る．しか しな が ら．そ の 策 定 の 基 準・根拠 は 明 確 で は な

い ．阪神 ・淡 路大 震 災 で 災害 救 助 法 の 指 定 を受 けた 兵庫 県

の 10 市 10 町 に お い ても復興計画を策定して い ない 自治体

も存在する （表 3 参照）．「災害対策基本法」に は第 87 条に

「指 定行 政機 関の 長及 び （巾略）は，災害復旧を実 施しなけれ

ばならない 」とあ るが ，復 興 計画 を策定しな けれ ば な らな い と

い う規 定は ない
ω ．阪 神・淡 路大 震 災が発 生 した平 成 7 年 に

政 府 の 防災 対 策の 基 本方 針で ある 「防災 基本計画 」が 全 而 改

訂 され，各編 に災害復 旧・復 興 とい う章が設 けられ，「（巾略 ）

必 要 な場合 に は，これ に 基 づ き復興計 画 を作成す るもの とす

る」
1｝
とい う文 言が 追加され るが，日本 の 防災施策で は，河 田

2）

が指摘 す るように 復興 対 策 に は 現 在も多 くの 課 題 が残 されて

い る．

　 こ れ まで
， 物 理 的な都市の 復興計 画 に っ い て は ，そ の 歴 史

的変遷 ならび に今後の あり方 に 関する検討が行わ れ て い るが
  ，近年 の 災害復 興 で 大 きな問題 となっ て い る被 災者 の 生 活

再建，地域 の 経 済 復 興も含む 総合 的な意 味で の 復興計 画 の

あ り方につ い て検討を行っ た研 究は無い ．

　先述 の 平成 7 年 の 「防災基 本計 画 」の 改 訂を受 け，旧 国土

庁で は 復興 施策 に関する検討を平 成 9〜11年 に 掛けて 実施
  し，さらに平成 17 年 に 内 閣府 は 復 旧

・復 興 施 策 の 手 引き

（案）を作成 して い るが，復興計画 の あり方につ い て 学術的な

検 討 を行 っ たもの で はない ．

　 本研究で は ，これまで 策定されて きた復興計 画 の 計画内

容 の 歴 史 的 変 遷 ， さらには近 年の 復興計 画 にお ける被 害規

模と復 興 計画 の 内容の 分 析 か ら，1＞どうい っ た規模の 災害時

に復興計 画 が策 定されてきた の か，2）策定された計 画 は どう

い っ た 内容を持 っ て い たの か ，とい う復 興 計画 の 基本的な課

題 に つ い て 明 らか に し，今 後 の 災 害 後 の 復 興計 画 策 定 に っ

い て 検討す る事 を 目的 とする．

2．阪神
・
淡路大震災以前 の 復興計画

　 日本 に お け る最 も有名 な 自然災害後 の 復 興計画 は ，後

藤 新 平 が 中心 とな っ て ま とめ た関 東 大 震災後 （1923 ） の

東京 の 復 興計画 で あ ろ う．こ の 復 興 計画 は，　 「帝都復興

計 画 案ノ大 綱 二 関 ス ル 件 　第
一

　街 路 の 規格 お よび線路

の 系 統，第二 　公 園の 配 置，第三 　市 場の 配 置，市街 地

割 の 整理，第四 　防火措置，第五 　京浜の 関係ならび に

港 湾 お よび 運 河 の 施 設 」
3）とい う内容 か らも明 らか に よ

うに，物理 的に新た な都 市を つ く り上 げる とい う 「物理

的復興」 を規定 す る もの で あ っ た．こ の こ とは，国会 の

審議会 に お ける 議論に お い て 「経済復興J に 関す る 事業

が 欠 如 し て
4〕

い る とい う指摘 を受 けた 事 か らも明 らか で

ある．
　 そ の 後，1925 年 北但馬 地 震，1934 年 函館大火，1946

年南海地 震，さ らに は 第 2 次世 界 大戦 か らの 戦 災復 興 と

様 々 な災害に っ い て の 復 興 計画 が 策定され るが ，こ うい

っ た 災害 か らの 復 興 計 画 は 「復 興事 業 の 進 め方 も区画 整

理 事業や 道路 ・公 共 工 事 中心 の 土木的な対 応が 主で あ り，
こ れ も大 きな変 化 が ない 」

5）と越 山 が ま とめ て い る よ う

に 「物理 的復興」 が主 た る計画内容 で あっ た．

　 風 水 害後の 復興計 画 につ い て も同 様 に 「物理 的 復興」
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が 主た る 課題で あっ た．1958年 9 月 に伊豆 半島を襲 っ た

台風 22 号 （狩 野 川台 風 ） は静 岡県 に死者 736 人，全壊 ・

流出 1，269 棟 とい う非常に 大きな被害が発生 もた ら した
S＞．こ の 災害後，静岡県が策定 した 復興計画 の 基 本方針

は 「1．　 （前 略）復興 方式 も単 に復 旧 に とどま らず 今後

の 災害防止を考慮 す る もの と した．すな わ ち，治凵」，治

水．農 業 施 設，耕 地等 全 般 に わた っ て 復 旧工 事 をす る揚

合，再び災 禍を繰 り返 さぬ た め に も改良工 事 を伴 っ た 方

針 とす る．2． 復 興計 画 は ，施 設 事 業 の 復 旧改 善 と経 営

指 導，金 融あ っ 旋 等 臨時 処 理 に よ る範囲に限 定 し，恒久

的 （平 常業務的） な分 野 は，正 規 各 部 事業 と し た ．3．
（省 略 ） 」

7〕とい う 「物 理 的復 興 」 を 日的 と した もの で

あ っ た，
　 災 害 対策 基本 法 制 定 （1961） の き っ か け とな り 戦後 の

防災政策に大きな影響を与えるの は 1959年 の 伊勢湾台風

で あ る，以 下 ，伊 勢湾 台 風 か ら 「市 民 の 暮 ら し と人 生 の

立 て 直 し とい う新 た な課 題 が 発 生 し た 」
S〕

と され る阪

神 ・淡 路大 震 災ま で の 期 間，復 興 計 画 の 内容 が どの よ う

に 変化 して くる の か に つ い て 分 析を行 う，表 1 は伊勢湾

台 風 以 降，阪 神 ・淡 路 大震 災 ま で の 間 に 発生 した 大規模

災害後の 復興計画の 内容 を整理 し た もの で あ る
ω ．

　 こ の 表 か ら分 か る よ うに，1959 年 の 伊 勢湾 台風 1964

年の 新潟地震，1975 年の 酒田大火 ま で の 復興計画 は，基

本 的 に 社 会基盤 の 復 旧 ・復 興，す なわ ち 「物 理 的 復 興」

を 日的 と した 復興計画 で あ っ た．た だ し，そ の 内 容は 社

会基盤 整備 に関 わ る 内容 が ほ とん どでは あ るが，関東 大

震 災 の 復興計 画 とは 異 な り経済復興 に 関する 内容が 存在

す る．
　 伊 勢 湾 台 風 （1959） の 愛 知 県 の 復 興 計 画 は 「県 上計

画」　 「水 政計 画 」　 「商工 計画 」　 「農林 農地 計画 」　 「文教

厚 生 計 画」　「財 政 金融計 画」 と い う 6 っ の 計 画 か ら構成

され て い る，　 「水政計画 1 は明 らか に社会基盤 整備 の た

め の 計 画 で あ る が，それ 以外 の 計 画 に っ い て も例 え ば

「県上計画」 の 方 針は 「災害復興が 県上 の 立 地性及 び 地

域社 会 の 発 展 に対 応 し て 最 も合 理 的 に行 われ る よ う， 各

部門計画 事 業を県 上 の 合理 的保全 及 び 効率的利用 の 見 地

か ら総 合 的に 検 討 し て ，そ の 総 合 調整 を は か る こ と を 目

的 とす る 」
9）とい うもの で あ り，そ の 内容 は，1962 年 に

策定が行わ れ た 「全 国総合開発 計画 」 と軌を一
に す る も

の で あ っ た．ま た，経 済復 興 に 関わ る 「商工 業計 画 」 は

産業立地 計画 で あ り，　 「農林農地 計画 」 は 排水機場の 整

備 とい っ た 施設 整 備 計画 で あ っ た．　 「文教 厚 生 計画 」 に

つ い て も施 設整 備 に関わ る 項 目が ほ とん どで あ り，　 「民

生 」 と い う項 に 低 所 得者 に 対す る 対 策が 記 述 さ れ て い る

だ け で ，一
般 の 被 災者 に 対す る対策 は書 かれ て お らず

L°），
阪 神 ・淡路 大 震 災 で 大 き な課題 と な っ た 生活 再 建 は 復 興

の 主 要 な 内容 とは な っ て い ない ．新潟 地 震 （1964 ） の 復

興計画 も基 本的 に は 社会基盤施 設 の 復 旧
・
復興計画で あ

り，生 活再 建に っ い て は 「生活環 境施設 復興 計画 」 の 中

の 「厚生 」 とい う項 で 低 所得者 に 対 す る 対策が 記述 され

て い る だ けで あ る．

　 伊勢湾台 風，新 潟 地 震 の 復 興計 画 の 計 画 策 定主 体 は，
あ くま で 行政で あ り 「科学的な 分析 に 基 づ き 」 計 画 を 策

定す る とい うもの で あ る （5〕．　 「住 民参 加 」 が行 政 手 続 き

と して 取 り入 れ られ る よ うに な る の は 1968年の 「都市計

画法 」 改 訂 以降の こ とで あ り，住 民 の 意 見の 反 映 とい う

観 点 は 見 られな い ．
　 1975 年の 酒田大火の 復興 計画 は基本的に は 「上 地 区画

整 理 事業」 で あ り都市 の 「物理 的復興」 が主 た る 内容 で

あ っ た が，　 「近 代的な魅力 ある 商店街 の 形成」 や 「住宅

地 の 生 活環境の 改善整備」 とい っ た 地域の 活性化や 再建

に 関わ りの ある施 策 が 設 け られ，住 民 の 意 見 の 反 映 と い

う観点が 生 ま れて くる．復興の 動 きを伝 え る 「広 報 さか

ら災害速 報告 知板」 が 各家庭に配 布 され，さ らに各 地 で

の 説 明 会や相 談所 の 設 置 が 行 われ，最終的に 住民 の 声を

反 映 して 事 業計画 の
一

部が 変更 され た
ID ．こ れ は，1968

年 の 都 市計 画 法 の 改 正 を踏 ま え た 新 しい 動 きで あ る と 考

え られ る ．また，1969 年の 地 方 自治法 の 改 正 に よ り地方

自治体 は 「総 合計 画 」　 （長 期計 画 ）を 策定 する よ うに な

り，地 方分 権 化が進 め られ るよ うにな る．
　 そ して ，1983年 の 三 宅 島計画 に な る と 「生活 再建 」 と

い う言 葉 が復 興計 画 に現れ るよ うにな る．1983 年 の 三 宅

島の 噴火 災害で 大 き な被害を受 けた の は 溶 岩 流 に よ る住

宅 の 焼 失 埋 没 し た 阿古 地 区 で あ り，島 の 西 側 の 坪 田 地 区

も降灰 に よ る被害 を受 けた が，2000 年 の噴火災害の よ う

に 長期 に 渡 る 避難 生活 に よ り全 島 に 大 き な影 響 が及 ぶ と

い うこ とは無か っ た．従っ て ，表 1 に 示す復興計画が 主

た る対 象 と して い るの は 「阿古地 区」 の 再 建 で あ り，三

宅 島全 体 の 復興 に っ い て は ，　 「三 宅 村基本構想」　 「三 宅

村 基本 計 画 」　 「過 疎地 域 振興 計画 」 ，さ らには 災害 前 に

検討 され て い た 「地域活性化対策推 進 計 画」 とい っ た三

宅 島 の 将 来 ビ ジ ョ ン を定 め た 計 画 に 従 っ て 推進 さ れ る 事

と な っ て い た
12 ）．こ れ は，1969 年 以 降 の 地 方 自治 体 が

「総 合計 画 」 を 策定す る よ うに な っ た 事の 反 映 で あ る．

阿 古地 区 復興計 画 の 大部 分は，溶 岩 流 に よ り焼 失埋 没 し

た地 区 の 防災集団 移 転，住 宅地 の 開発，学校の 再建 とい

っ た 「物 理 的復興」 に 関わ る もの で は ある が，こ れ まで

の 計 画 で は 見 られ なか っ た 「生活 再建」 とい う日標 が 掲

げ られ る．そ の 内 容 は ，罹 災者 の 自立 復 興 を如 何 に して

サ ポ
ー

トす るの か とい うもの で ，1） 復 興資金の 調 達 とそ

の 活 用，2） 産 業振 興 と基盤 整備，3） 高 齢 者，後継 者 対

策 とい う 3 っ の 項 日か ら構成 され て い た 13）．災害後の 個

人 の 生 活 再 建 を支 援 す る 仕組み と し て は 「災害 救 助法 」

（1947 年制定）　・ 「罹災都市借地 借家臨時 処 理 法 」

（1946 年 制定 ） が あ っ た が，い ずれ も伊勢湾台風 ・新潟

地 震 の 復興 計画 で 「民 生」　 「厚 生 」 とい う項 日 に 記 述 さ

れ て い る 「低所 得 者に 対す る 対策」 を 主た る 目的 に し た

もの で あ っ た．三 宅 島 計画 の 全 て の 人 と対 象に した 「生

活再建 」 支援は ，阪神 ・淡路大震災の 復興課題 と共 通す

るも の で あ り， 「生 活 再建 」 とい う新 た な課題 に対 す る

計画の 萌芽が 見 られ る．
　 復 興 計 画 の 内容 が 大 き く変 化す る の は，雲仙 普 賢 岳 の

噫火 災 害か らで あ る．雲仙 普賢岳 の 噴 火 災害 は ， 1990年

に 火 山活 動 が 始ま り，1991年 に 活 動 が 活発 化 し避 難勧告

が 出 され る よ うに な るの で あ るが，噴火活 動 が 沈静 化す

る ま で に 時 間 が か か り，雲 仙 普 賢岳 の 噴 火 災 害 で は 阪

神 ・淡 路 大震 災 か ら 1 年後 の 1996 年 を 「復興 元年」 と し

て い る ．島原市 は 「生 活 再建 」 ，　 「防 災都市 づ く り」 ，
「地 域の 活性化 」 を 3 本柱と する 復興計画を，未だ火 山

活 動 が続い て い る 1993 年に策定 した．噴火活 動が 沈静 化

す る 前 に 策定さ れ た こ の 計 画 で は ，計 画 内容 を 「緊急 対

策 」 と噴 火 活動 の 沈静 化 後 に 実施 す る 「長期 構 想 」 に分

け て 策定 して い る．　 「生活 再 建 」　 「地域の 活 性 化」 の た

め の 具 体 的 な対 策 と して，雇 用 対 策の 充実，さ らに は災

害 を利用 した 観光振 興 とい っ た こ れ ま で の 復興 計 画 に は

見 られ な か っ た 項 目 が 設 け ら れ た ．ま た ，1996
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年の 復興元年を期 に 「島原地域再生 行動計画 （が ま だす

計 画） 114）
と呼 ば れ る復 興 計画 の ア ク シ ョ ン プ ラ ン が 策

定 され る．こ の 計 画 は物 理 的 な被害を 受けた 地域 だ けで

な く，噴火 災 害に よ る 間接 被害 を 被 っ た 島原 半 島 全 体 の

地域 の 活性 化を 日的 とした計画 で あ り，27 の 重 点 プ ロ ジ

ェ ク トか ら 構 成 され て お り，そ の プ ロ ジ ェ ク トは 単 な る

「物理 的復 興 」 だ け に 限 らな い 様 々 な プ ロ ジ ェ ク トが盛

り込 まれ た，1993年 の 北海 道 南西 沖地 震で 被害を受 けた

奥 尻 町 の 復 興 計 画 も こ うい っ た 流 れ を 受 け，　 「生 活 再

建 」　 「防災 ま ちづ く り」　 「地域振 興 」 とい う 3 つ の 日標

か ら構 成 さ れ る もの で あ っ た ．

　 こ こ まで 復興計 画 の 歴 史 的 変遷 を見 て きた が，災害 を

都 市改造 の 契機 を と ら え ，都 市改 造 計画 を 中心 に 構成 さ

れ た 関東 大 震 災 の 復 興 計画 か ら始 ま っ た R 本 の 自然 災 害

表 1 伊勢湾台風一北 海道南西 沖地 震まで の 復興計画の 内容
＿鯲 鰹 鑼鱸 簸韃．＿§＿膝＿＿ ＿、難攤 嬲 　 　　 孅 購鞭蠶鯲 鑼

旧慝
　 　

慝
　 　 　 　 　 欝 黴 饌

囁，慝，
，、　 百　　　　　　 の 口

フ　
亠辱

計 面 ・
測 1 楢　・

盧959 昭和34 伊勢湾台風 愛知県 1960．3

　 　 　　 の 女

海岸・河川堤防の 復1日
高 潮対策につ い て抜 本的

　 　 対策の確 立

　　 国土保全対策

中部経済圏の 将来 の発展

財政事情に適応 した 実現
　 　 　ロ聖b か

赫
面

商エ 計画 ：産業の 地域配 置　　　　　　　　　　　　　　　　愛知県、伊勢湾台風

　 　 地言 画 ：　　　　 ・　　　　 の
文　厚　島 画 ； 災　設の 復興と　災　の 自立助 長、文教　設 及

　 　 ・G　 の 　
∋
　 　 〜5思　 の

並
災害復興計画書、
196D

財政金融計画

県民の 生命 、財 産の 安全
土 地利用 計画 ：用途地区 の 再検討、ゼ囗メ

ー
トル 地　の 土地 利用 、

の

将来 の 発展の 基礎 を確立 国土保全計画 三治水、高潮浸蝕 、地盤沈下 ．都 市排水対策

1964 昭和39 新潟地震 新潟県 1964．12
’
　 　 ・　 　 　 　 旨　 　 　 雪面 ・　 　 ・　 　 一面 「　 　 　 　 　 　 　 　

↑
　 　 　

’
　 工 　　　　

貢面 ：エ 　　　　　　　　　　　　　メ・
新 潟県．新 潟地震災

害 復興計画 、1964
　 　フ　 篥　 　計面 ：

　活環　 　設復 興壽画 ：住　 ．　 　 、上 　
「、下 フ　 、，　　 設、

ハ 　 ・　 　　 　 ガス 　 　　 　　 　　 　　　 ≡

． ⊇画

1，将来交通量に 対応した幹線道路の 整備 酒田市大火の記録と

2，近代的な魑力ある商店街の形成 復興へ の 道刊行会
1975 昭和 50 酒 田 大火 酒 田市 1975．11 防 災都市 の建設

3．住宅地 の生 活環境の 改善 整備
（編）、酒 田 市大火の

記録と復興 へ の 道、
4．商店街 と住宅街 の 有機的な結び っ け 冊 78

1983 昭和 58
日本海 中部地

　 　 震
復興計画なし

能代市、昭 和 58年
（1983年 ＞5月 29日 日

本海中部 地震 能代

市の 災害 記録
一

こ

の 教訓を後生に、
1984

　 　 によ　 　 　 の

〜　　
・
　 　

一
　
「
　　 に

新集 落の 形 成 ・　　　 の

に
「
1　　　 たみ 1

の

小 ・　 　 及 び　 　セン
ー

の
脅 颪

1993 昭和 58
三 宅島噴火災

　 　 害
三 宅村 1984．3 の 重 画

東京都三 宅村、阿古
地区復興 計画基本

公 共 公 益施設の 整備
コ ミユー一一セン

ーの 更 面 調査報告 書、1984糎
　 　戸 の 言 面

ノ丶±ヒ从　 　 　
≡
　 　 雲

噛
　 の 罷　　 と

生 活再建 と基盤 整
觸．　　　　　1

生活再建
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2　 全 で　 　 　 　 　 　 る　　
・

の  
1）　 対　の 　　 　 ．　　 霞画 の 　　、　 心’　　 言

の 　 困、
　
歌

　 ・　　 能

島原市 1993 ．3 防災都市づ くり

　 　 　 　 　 　 の

2）　 災　設に よる　　の 　
曁

二土 石　対　 ．
L

山 ・　 　 設、延　　曇
島原市 、雲仙 ・普 賢

岳 噴火災害．島 原市

復 興計画、19933 鰹　 ；　 い　　　　 の  　 鹽
　　

一
　フ

ー
　ン 　　 鰹

4　　 な　　 　 目の形　 　　 　　 　　上「　　 　　
齟

5　 ，鹽　　　 の　 ヒ

地域の 活性化

1）活　化　 ロ ジェクトの 　入 ：心　　
『

の 再 目発 、　 市街 地の 形
　 ，，　　　　　　　　　　

」’
2 瘢　　

・
　 した　

’
　　

・…
　　　　　鄒　メモ 1　 レ

1990 平成 2
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の 　　
’
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ミ
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・　　 匕

　 《　　　　　　　　　　　．　72
　　 の，　 化

の 　里且・　里 1 島原地域再生行動
計 画策定委 員会事

島原地域 再

生行 動計画

策 定委員会 ・
長 崎県 ・島原

市・南高来郡

　 町村 会

1997．3

水清く、緑あふれ、人つ ど

い にぎわう、島原 半 島 ；前

よりもっ とすて きなまちに

前よりもっ とゆたかなまち

　 　 　 　 に

」
　　　

L
の 務局編、島原地 域再　 　 　 　 　 囲 ・

鹽
　　　 工 　の 　　　匕

心と
一
　
曁
い の 　 　　 　　 の

生 行動計画 （がまだ

す 計画）」 997
人　くL と

宀
流による　 ．、　 の　 　化

・　 匕・ス 爪一ツに よ　 　　
1
　 の 　 　　匕

・一　 の 　
鹽

　2
が　　　

一
画 の

1）　 　 の 　 　 ：公 　 住 　 　 　人

2　　　　　 の　　　：フ　　
・
　　　 　

鹽
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．・　　 ・　 A 囗

　　
一

の
の　　づ し ：　 ・　　　　　　　

冒
12−

　　　　　
’
　　 ⊇　　　　　　 雲

3）1993 平成 5
北海道南西 沖
　　地 震

奥 尻町
1995．3 防災まちづ くり

　 災 活動 　 　の強化 r 災口月　の ロ理 ・通報 ・組　の 強化、シス凹
ム

奥尻町 ．孫る夢の

島 ！北 海道南西沖

地震と復興 の概要、
19961）フ 産 　の 　興 ：組合再 　．　　 　 の 　　．　 培 勇．の 　 興、

　 　
』・

　 　　 　　 、　　 画 　　 　 工 セン
ー　 言

2）　業 の　　 ：畑　
轡

　合　 　　 　　　 保
地域振興

3〕観光 の 振興 ：観 光資源 の　 臥 観 光関連施設 の 整　．観光イベ

ン トの 　
鹽
　 　 の

鹽
　 化

4
蓄

　　 ヒの 　　 　　匕
幸耋

の 　　 　 土
曹

　 の 　　 　 1

本表に おける「達成目標」、「施策」の内容は各 復興計画の 内容か ら筆者が 以下 のような基準で抽 出したものである。
達成 目標 ：計画の 中で 達成 すべき課題として 記述 されて い る内容。施 策 ：達 成 目標を実現する手段として書 かれ てい る内容。
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後の 復興 計画 は，戦災復興期 を経て ．経済復興 （経済開

発 ） に 関 す る 内容 を持 っ 伊 勢湾 台 風 （1959） ・新 潟 地 震

（1964）の 時代を経て ，1990 年 代以 降 「生活 再 建」 とい う

課題 を取 り上 げ る よ うに なる．
　復興 計画 の 歴 史的変遷 の 分析 対 象 と して ，大 規模 な災

害事例の み を取 り上 げて きたが，分析対 象 と した事例以

外 につ い て も復 興計 画 の 有無 に っ い て 調 査 を行 っ て お り，
例え ば 1974年の 台風 16号に よ る 多摩川 決壊災害で は，
狛 江 市 で 非 常 に大 きな 災害 が 発 生 し て い るが 復 興計 画 は

策定 され て い な い
15），阪神 ・淡路大震災以 前の 災害に お

い て は，復 興計 画 を策 定 す る，とい う事 は それ ほ ど
一

般

的 で は な か っ た．奥尻町 の 復興計 画 が策定 され た の は 発

災の 2 年 後 で あ り
  ，当初 は 復興 計 画 は 策定 され て い な

か っ た．災 害 の 後 の 行 政 の 業務 は 基本 的 に は 「復 旧 」 で

あ り，激甚災 害指定を受 け復 旧作 業を着 々 と行 うとい う

の が阪 神 ・淡路 大震 災前 の 災害復興の 姿で あ り，新潟 県

中越地震 の よ うに 10 自治 体で 復 興計 画 が 策定 され る とい

う現在 の 状況 と比 較 す る と隔世 の 感 が あ る．

3． 阪神 ・淡路大震災 の 復興計画 一総合的な計 画 と

防災 ま ち づくり計 画一

　阪 神・淡 路大 震 災で は，先述 の ように 8 市 5 町，さら に兵 庫

県で 復 興 計 画が策定され た．兵庫 県，神 戸 市の 復 興 計画 の

．内容 に つ い て は 既に 様々 な検討が行われ て い る
16）
お り，そ の

復 興 計 画 の 特徴 として 「都 市の 再建 1「被災 者の 生 活 再 建」

「経済再建」の 3つ の 日標 を掲げた 「総合的な計画 」となっ てい

るこ とが挙 げ られる
1
’
1）．また，神 戸 市 同様 に大きな被 害を受 け

た 芦屋 市，西 官市の 復 興計画も同様 に 「総合的な計画 」とな

っ てい たくT｝．しか しながら，阪神 ・淡 路 大震 災 で は 全壊 ・半 壊

被災世帯率が 3 割を下 回る 自治体でも復興計画が策定され

て い る．こ こ で は 市 の 総 世帯 数 に対 す る全 半壊 被 災世 帯 率 が

8．20％ と復興計 画 を策定 した 自治体の 中で は 最も低い 川 西

市，中程 度 の 尼 崎 市（22．47％），宝塚 市 （25．58％）の 復 興計

画 の 内容 にっ い て 検討 を行 う．
　   災害 に強い まちづ くり，  公 共 施設 の復 旧・整備方針，
  被災市民の 生 活援護及 び 産業の 復興 方針」

18）
の 3 っ の 項

日から構 成され，「市総合計画を災害に 強い まちづ くりの 観点

か ら検 証 し，補完 す るもの 」
19〕
と位 置づ けられる川 西 市の 復興

計 画 は 「防災まちづ くり」〈  災 害に 強 い まちづ くり〉，「復旧

計 画 」〈   公 共施 設 の 復 旧・整 備 方針 ・  被災 市民 の 生 活援

護 及 び 産 業 の 復 興 方 針 〉 から構 成 される 「防 災まちづ くり＋

復 旧 」計画 型 の 復興 計 画 となっ てい る，川 西 市と同様 に，全
半壊 被災世 帯 率 が 9．39％ とそれ ほど大きな被害 に見 舞わ れ

て い ない 明 石 市 の 復興 計 画 も「災害 に 強 い まちづ くり計 画 」と

なっ て い る．これ は ，大阪 府も同 様 で 全 半壊被災世帯率

10．36％ の 豊 中市で は 1）「豊 中市 住 宅復 興 計 画」，2）「庄 内

地 域の 震災復興 整備方針」を復 旧 計画 として，3）「防災ビ ジョ

ン ー
提言

一
」を防災まちづ くり計画として 策定 する 「防災 まち

づ くり＋ 復 旧」計画 型の 復 興 計画 が 策定されて い る
20｝．

　十分に 時間を か けて作成され た 「総合計画」の 将来ビ ジョン

を復 興ビ ジ ョ ン とし，1）災 害 の 教 訓 を踏 まえた 「防災 まちづ くり

計画 」と，2）災害か らの 「復 旧 計画」，を内容とする計画を復興

計 画 として 策 定す るとい う川 西市 ，明石 市 の 「防 災まちづ くり

＋ 復 旧 」計画型 の復興計画は ，市 の 将来 ビ ジョン の 見 直しを

必 要 とするような壊 滅 的な被 害 に 見舞 わ れ て い ない 自治 体 に

お ける復 興計 画 の
一

つ の あり方 と考 えられ，それ ほ ど大 きな

被害 を受 け てい な くても復 興 計 画が 策定され るようになっ た 阪

神 ・淡 路 大震 災で 生 まれ た新 たな復 興計 画 の 姿で ある．
　
一

方，尼 崎市，宝塚市 にっ い て は，半壊 以 上 の 被害を受け

た世帯 が市 全体の 1／5〜1／4 に及 び，震 災が地域 に 与えた

影 響 は 非常に大きく，こ れまで の 施策の 抜 本 的な見直しが 必

要とな っ て くると考 えられる．この 2 市 の 復 興計 画は 対 照的 で

あり，表 2 に尼崎 市，宝塚 市の 復 興 計画 の 内容を示す．尼崎

市の 計画 は ，基 本 的 に は 「防 災まちづ くり」〈 2−121 世 紀 に

向けた 災害に強い まちづ くり，2−2 防災体制の 整 っ たまちづ

くり〉 ，「復 旧計 画 」〈 1−1 市 民生 活 と事 業活 動 の 復 興 ，
1−2

公 共 施 設 等の 復興 〉か ら構成され るてお り，「1−3 面的 整備

地 区の 復 興 」の 箇所 で は ， 若 干，新 た なまちづ くり事業 が 掲載

され て い るが，尼 崎市の 将 来ビ ジョ ンの 見 直しに つ ながる内容

では なく，基本 的 に は 「防 災まちづ くり＋ 復 旧」計 画型 の 計 画

となっ て い る．一方 ，宝 塚 市の 計画 は，「防災 まちづ くり＋復

旧」計 画 〈 「災 害 に強 い 都市 の 創 造 」〉 に加 え，「快適 都 市の

創造 」「共 生 社会の 創造 」「新しい 宝 塚 文 化 の 創造 」とい っ た

内容 も含み，「都 市の 再 建 」「被 災者 の 生活 再建 」「経 済 再建 」

の 3っ の 目標を含む 「総合的 な計 画 1となっ て い る．
　尼 崎 市 の 計 画 が 「防 災まちづ くり＋ 復 旧計 画 」とな っ て い る

背景に は，市職員の 「担当職員の 思 い は ，で きるだけ早く，市
民 の 生活 を元 に戻 すため の 事業 に力を注 ぐべ きで ，震災直

後 か らマ ス コ ミを賑 わす，まる で 今 まで で きなか っ た事 業 をこ

の 機 に 乗 じて や っ て しまお うと 言わ ん ばか りの 復興 事業に 目を

奪 われ たくない とい うことであ っ た」
2L｝，とい う想い が あっ たよう

で ある．阪神 ・淡 路 大震 災 当時，こうい っ た考 えを持 っ た事 を

非 難す る事はで きない が，阪神・淡路大震災 の 教訓を踏ま え，
現 在，「復 興 」とは 「災 害前 とまっ た く同じ施 設，機 能 に もどす

の で はなく，地域が 災害に見舞われ る前以 上 の 活力を備える

ように，暮 らしと環 境 を再 建 して い く活動 の こ と」
22）定義されるよ

うになっ て い る．一度災害 に 見 舞わ れ ると，災害前と全 く同じ

社 会 に戻るこ とは 不 可能 で あ るとい う現 実を踏ま える と，災害

をよりよい 社会 を創り出す 契機 と捉 えるような考 えを持っ こ とも

表 2 尼 崎市と宝塚市の 復興計画

尼 。　　 災復　　　言画 塚　　災
孟
　 言画

1　 宅 安全 で 　 適な　
’
地 の整

伺 市民生活と事篥活動の

　　　　 復興
2　　　　 5《弱　の 　，・ 一

　 ネいトワ
ークの 整備　 心の

3｝　　　 への 支 公 園 ・、地等 の 整備

1＞ 市 　盤 　設

安 全居 住都 市をめざして

「災害に 強い 都市の 創造」
　
久的な　宅供給1−2 公共 施設 等の 復興

2）公共 　築　等
一
イフ

ー
イン の　化

1）　 地 地区 鰹 　 へ の　 えの

2）戸ノ内地区 宝塚らしい 　力　るまち　くり
1−3 面 的整 備地区 の 復興 3凍 園 田 地区 環境に や さしい まち　くり

4｝JR尼崎駅 北部 地 区 国　観 光モ デル都市づ くり

5＞ ネ 通 ・西 　 　地 区

快適環 境都市をめざして

　 「快適都市の創造」 流都 市 　くり

D防災機能、代 替機能を有した交通機能と道路網

の整
産 業 の復 旧 ・後興

2＞ライフ ライン の 　 化とライフ ス ’・ッ トの 整備 人に やさし い まちづ くり

3）自然 を生 か したみ ず ・み どりの 防災 ネットワーク コ
ミ

ュ ニ ケーション の都　 つ くり
2−121 世紀に 向けた 災害に

　　　強い まちづ くり
4 歴 　 ・文 化の 　るまち　◇ 協働 の まちづくり

5 バ リアフ リーの まちづ くり

生活 福祉 と都市 をめざして

　 「共生 社会 の創造 」 自主 　と倉 造　 あふ れるボ
ー

ンティア 活 動の

6）公 共　　 　 の　　 生
北

の 向上
・
医　

・5
祉の 充実

7 ・　 化 へ の
・応 豊か なこ ころ　　む　らしの 　現

8）臨 海 部の 役割 と開発 に　た っ て の 防災 対策 化 的 i造 　市 　め　して 文化 ・スポーツ に　 しむことができる環　づくりの

2−2　　〜
《
　　 の 　 つ

一 り 「新しい 宝塚 文化 の 創造」
「’豆かな 地域 文化の 形成
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重 要であると考えられる．

4． 災害規模と復興計画策定 の 有無

　 ここ か らは，どれ だ けの 規 模 の 災 害 が発 生す れ ば，復 興 計

画 が策定されるの か ，にっ い て検討を行う，
　 表 3 は 阪神 ・淡 路 大震 災 （1995），新 潟 県 中越 地 震 （2004 ）

の 各 自治体の 被災程度と復興計画 策定 の 有無を整 理 したも

の で ある．阪 神 ・淡 路 大 震 災 で 災 害 救 助 法 の 適 応 を受 けた

10市 10 町 （1995年当時 ）の 内，復興計画 を策定した 自治体

は 8 市 5 町 で ある．市部 と郡 部で は復 興計 画 が策定 され る被

害規模 に 違 い が あ る．全 半壊被災世 帯 率 で 見 ると，市部 で は

8，20 ％の 川 西 市が復 興 計 画 を策 定 して い る 自治 体の 中で は

最も全 半壊被 災世帯 率 が 低い 自治体で あ るの に 対 し，郡 部

で は全 半壊 被災世 帯率 14．7％の 旧五 色 町 におい ても復興 計

画 は 策 定され て お らず，26．49％の 旧 津 名 町 が復興計 画 を策

定して い る全 半壊被災世 帯率 最小 の 自治体 とな っ て い る．市
部 と郡部 で 全 半壊 被災世 帯 率が 異なる背景に は，郡 部の 自

治体で は 人 的資源も限られ て おり，災害後の 混乱の 中で 復興

計 画策 定 にまで 手 が 回らない ことも一
因にあ っ たと考えられ る．

　 その 後，発 生 した 2GOO 年 鳥取 県西 部 地震，2001 年芸 予

地震 で は復興計 画 は策定 され てい ない ，烏取県西 部地 震で

大 きな 被害を受 けた 米子 市の 場合，全 半壊 世 帯 1，472 世 帯

（全壊 123世 帯，半壊 1259世帯，2001年 2月 2 日現在）に

対 し 49，985 世帯 （20DO年 10 月 1 日現在）であり，全 半壊 被

災 世帯率 2．94％ に過 ぎず，復 興計 画 は策 定され なかっ た．ま
た，郡 部に お い て 大きな被害を受け た 日野 町 の 場合，全 半壊

世 帯 570 世 帯 （全壊 129 世帯，半壊 441 世 帯）に 対 し総 世帯

数 1，575 世帯（20GG 年 10 月 6 日発 災 日）で，全 半壊被災世

帯 率 36．19％ に及 ぶ が ，復 興計 画 は策 定されて い ない
23）．鳥

取県西部地 震で は，住宅再建 支援 につ い て は，県独自の 公

費 による解 体 や 住 宅 再 建 支援 制 度 が 創 設 されたが ，総合 的

な復興計画は策定 され なか っ た．
　 2001 年 芸予 地震 で は，大 きな被 害を受けた呉 市 にお い て

も，全 半壊被災世帯率 は 0，42％〈 全 半壊世帯数は 369 世帯
24｝，総世 帯 数 87，048 世帯 （2001 年 4 月 末 現在 ）〉 で あり，復
興 計画 は策 定 され てい ない ．
　 上 記の ような検 討か ら明 らか に なるの は ，市 部 に お い て は

全 半壊被災 世帯率 が 8％を超 える場合に は 復興計画の 策定

が 行われ ，郡 部 に つ い て は 人 的資 源 が 限 られ て い る事 もあ り

全半壊被災世帯率が 3割を超えるような規模の 災害が 発 生し

て も復 興 計 画が 策 定 されない 場合 もあるとい うこ とで ある．

　 しか しな がら，2004 年の 新 潟 県中越 地震 で は状況 が変 わ

っ て い る．表 3 の ハ ッチ をか けた 市町村は，金 半壊被 災世 帯

率 8％ 以 上 の 市 町村 で ある．新潟 県 中越地 震 にお い て は市

部で は 全 半 壊 被災世帯 率 L19％ の 柏 崎市，4，67％の 見附 市，
4．72％の 栃 尾 市で も復 興計 画 が策 定され て い る．そ の

一
方 で ，

郡 部に お い て は，全半壊被災世 帯 率 13．34％の 刈 羽 村で 復

興計 画 が策 定 され て い な い ．新 潟 県 中越 地 震 の 復興 計 画 策

定に お い て は，2005 年度か ら市町 村合併が予定され て い る

た め 復興 計 画 を策 定 しない とい う越 路 町 （24．84％）の ような事

例も存在 す る
25｝．

　 表 3 の 復 興 計画 策定の 有無の 調 査 は，災害救助 法 適用 自

治 体 につ い て 行 っ たもの で あるが．新 潟 県 中越 地震 で は，9
市 29 町 16村の 計 54 自治体に 災害救助法が 適 用され て お

り，これ は 阪神・淡 路大震災 の 10 市 10町 と比べ るとその 被害

規模か ら考 えて も異 常な数で ある．災 害救助法 は ，基 本的 に

は 市 町村の 総 人 口 数 に 対 す る住家 の 滅 失 世 帯数 （全 壊 ＋半

壊 × 1／2）が一
定の 割合を超えた 場合 に適応されることになっ

て い るが，「被災 地域が他 の 集 落 か ら隔離 又 は 孤 立 して い る

等 の ため，（中略 ），被 災者 の 救 助 に特 殊 の 補給 方法を必要

とするもの で あ ること」とい っ た特 別 基 準 が設 けられ てお り，新
潟 県 中越 地震 の 揚 合 ，こ の 特 別 基 準 を適 応 して 災害 救助 法

が 適応され た と考えられ る
IG｝．

5．災害規模と復興計 画 の 内容

　阪 神・淡 路大 震 災 の復興計画 の 分析 か ら，阪 神・淡路 大震

災 の 復 興計 画 には，1）神 戸 市の 計 画 に代表され る「総 合計

画 」型 の 復興計画 ，2）川 西 市，明 石 市，そ して尼 崎 市 の 計画

の ような 「防災まちづ くり＋復 旧計 画」型 の 復興 計画，とい う 2

つ の タイプの 復興計 画 があり，基本 的 に は 全 半壊 被災世 帯率

との 関係 で 計画 の タイプが決 まっ てい る事が 明らか にな っ た．

すなわ ち，市部に お い て は 全 半壊被災世帯率が 8％以下 の

自治 体 で は，復 興計 画 は策定され ない ，8％〜20％程 度の 自

治体で は 「防災まちづ くり計画 ＋ 復 「日計画型 」の 復興計画，さ

らに 20％ 以上 の 自治 体で は 基 本 的 に は 「総 合 計 画型 」の 復

興計 画 が策定 され る．
しか しな が ら，2004 年 新潟 県 中越 地 震の 復 興 計画 策定 に

お い て は，復 興計画 を策 定す る全 半壊 被 災世帯 率 の 割合 が

阪神 ・淡 路大 震 災 とは 異 なっ て きて い る．ここで は．新潟 県 中

越 地震 の 各 自治体の 復興計 画 の 内容 と被害規 模 との 関係 に

つ い て 分 析を行 う．表 4 は 新潟 県 中越 地 震に お け る各自治

体 の 復興 計画 の 内容 と被害規 模 ，計 画 タイプを示 したもの で

ある．この 表か ら分 か るように，新潟県 中越地震の 復興計画の

ほ とんどは 「総 合計 画型 」の 計 画 内容 を持 っ て い る．

　これ は，阪神・淡路大震災か ら 12 年が経過し，阪神・淡路

大 震 災の 復 興 の 教 訓 が整理 され，総 合 的 な復 興計 画 の 必 要

性が社会に 定着した 事の 成果 と考える事も可 能で あるが，実
際 は，新潟 県 中越 地 震 後，復 興 計 画を策 定 した 自治 体 の ほ と

んどは 次年度に 市町村 合併を控えて お り，い ずれ にして も「総

合 計画 」を策定す る必 要 があっ た と事 が，それ ほ ど被害を受 け

て い ない 自治体にお い ても「総合計画型 」の 復興計画が策定

され た 事 の 背 景 にあると考え られ る．長 岡市に 吸収 されるよう

な形 式で 合併が行わ れ る，山古 志村，小 国 町，栃 尾市 の 復 興

計 画 には合 併 前の 地 域 の 問題 をしっ かりと記 述 してお こうとい

う意 図 が見 られ る．栃 尾 市の 復 興計 画 に は以 下の ように書か

れ て い る．「栃尾 市は 長岡市との 合併を控えて い ますが，広 大

な市 域 を有 するこ とになる新 しい 長 岡市の 中で も，こ れ らの 問

題 に取 組 ながら，育まれ てきた地 域 の 個 性を大切 にした活 力

の あ る 「栃尾 」として 将 来に 受 け 継い で い くことが 重 要となりま

す 」
27｝，栃尾 市 （4．72％）の 場 A は，同年 7 月 13 口に発 生 した

新 潟 豪雨 水 害にお い て も被害を 受 けて お り，栃 尾市 の 計画 は

7．13 水害，中越地震とい う2 っ の 災害を対 象としたもの となっ

て い る．これ は 見 附市 （4．67％）も同 様で あり，2 っ の 災害 に連

続 して 見 舞われ た事も，低い 全半 壊被災世 帯率で も復興 計

画を策定した要因の 一
つ と考え られる．

　中越地震にお い て ，合併と全 く関係なく「中越地震」に 対す

る復興計 画 を策定 した の は川 口 町，小 千谷市 （ただ し総 合 計

画 2GG5 年 度ま で ）で あ り，全 半壊被 災 世 帯率は そ れ ぞ れ

71．78％，28．36％とな っ てい る．市 町村合 併，さらには 7 月の

水害とい う特殊な事 情が なけれ ば，全 半壊 被 災世 帯率 が 1％，
4％とい っ た規模の 被害の 自治 体で 復 興計 画 が策定され たか

どうか 疑 問で ある．

6． 災害後 の 復興計画策定

　災 害を都市 改造 の 契機 を と らえ都市 改造 計 画 を 中心 に

構成 さ れ た 関東大震 災 の 復 興 計画 か ら始ま っ た 口本の 自
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然 災 害後の 復興計 画 は，戦災 復興期 を経 て ，経済復興

（経 済 開 発） に 関す る 内 容 を 持 つ 伊 勢湾 台 風 （1959） ・

新潟 地震 （1964）の 時 代を経て，1990 年代以降，　 「生 活再

建 」 とい う課題 を取 り上 げ る よ うに な り，阪 神・淡路 大震

災で は 「都市の 再建 」「被災の 生活再建 」「経済再建」の 3っ の

日標 に取 り組 む 「総 合 的 な計 画」へと変 遷 して きた．また，阪

神
・
淡路大震災以 降，壊滅 的な被害を受 け た 自治 体以 外で も

復興 計画 が策定 され るようになっ てきて い る．

また，復興計 画 の 内 容 は被害規 模 との 関係 が ある事 を明ら

か にし，市レ ベ ル に おい て は 全 半壊 被災世 帯率 が 8％を超 え

る と「防災 まちづ くり＋ 復 旧 計画 」型 の 復興計 画 が策 定 され，
20％ を超 え ると「総 合 計画 」型の 復 興 計画 が 策 定されて きた 事

を明らか に した．
復 興 計 画とは．「そ の 地 域 に住 み 地震 の 経 験 をした 人・その

地 域で 働 く人 （ス テ
ー

クホ ル ダー
）の こん な 「まち」に した とい う

「想 い 」を汲 み上 げ ， 復 興計 画 とい う形式 に整 理す るとい うプロ

表 3 阪神・淡路大震災，新潟県中越地震に おける各自治体に おける被害規模と復興計画の 有無

全半壊 全壊　 　　　　　大規模半壊 半壊 総 世 帯 数

市町名
総世帯数

対する割
　 合

世帯
復興計画の 有無

総世帯数

対する割
　 合

世帯

総世帯数

対する割
　 合

世 帯

総世帯数

対する割
　 合

世帯

阪　 地 域

（1995．1．亅）
中越地域
　 　 　 　 ＊
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被害のデ
ー

タは阪神
・
淡路大震災（H8．3．28）、中越地震 （H18，9．22）時点

湯 之谷町 、塩沢 町 、和 島村、安塚町 、巻 町 、月 潟 村、中之 ロ 村、弥彦村．吉田町 、三 条市、柿崎町 、吉川 町 、頸城村、浦川原村、大島村、上 越市、三 和村、牧村．
清 里 村、板倉町 に対 しても災害救 助法 が 適 用され て いるが半 壊 以上 の 被 害が 発 生して いないた め省 略 した 。
＊新潟県県政要覧2003 　　　　　 ＊＃ ＊淡路市市 民課に確認
＊ ＊三 木市 危 機管理課 に確 認　　　pm 南 淡 路市 防災 課 に確認

＊＊＊ 洲本市消防防災課に確認
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セ ス 」
28）

で あり，被害の 程 度 により策定 され る復興計画の 内容

は 変わ っ て くるの は 当然 の こ とで ある．国 上 庁の マ ニ ュ ア ル に

も 「復興 計 画 は，各 地 方 公 共 団体で 作成 されて い る 総合計

画・長 期 計画 等の 地 域 の 将 来ビジ ョ ン を踏 まえ，（1）被 災 者の

生活 再建，（2）産業 ・
経済再 建，（3）復興防災まちづ くり，をす

す め るた め に 必 要な施 策を とりま とめ た 計 画 として 位 置 づ けら

れ る」
29｝とあるように ，地 域 の 将来 ビ ジョン を達 成す る事 が復興

計画 を含む 全 ての 地 域の 計画 の 日標 で ある．

　 2007 年 3 月 250 に発 生した能 登 半 島地 震で は，輪島市

で 全 半壊被災世帯率が 8．94％ 〈 全壊 446 世帯，半 壊 737

世帯 （20G7．4．270 現 在），総 世 帯 数 13，232 世 帯 （2007．3．1
0現 在）〉，穴水町 で は 4，11％ 〈全 壊 67 世 帯，半壊 87 世

帯 （2007．4．23 目現在 ），総世 帯数 3，738 世帯 （2005．1G．1）〉

となっ て い る．本研 究で 検討した 過 去 の 事例か ら考えると，全

半壊被 災世 帯率が 8％を超 えて い る事 か ら輪島市は 復興計画

策定を行う可能性 があ り，また，輪島市は 2006 年 2 月 1 日に

合併 を行 い ，新 た に平 成 18−27 年度 まで の 総合計 画の 策 定

をお こなっ た ばか りで あ る事か ら，総合計画 が 描き出す 将 来ビ

ジ ョン を変 更 するほど今 回の 地震 災 害が 与えた影 響が深 刻で

ない 限 り，内 容 に つ い て は 総合計 画 の 補完を行 う「防災まち

づ くり計 画＋復 旧計 」型 の 復 興計 画 となる可 能性 が あると考 え

られ る．本稿で は 復興計 画 の 内容の あ り方 に っ い て の 検討 を

行っ て きたが、今後 の 課題 として，如何にして 復興計 画 を策

定す るの か，さらには策 定 した復 興 計 画を如 何 にして マ ネー

ジメン トして い くの か とい う課題 が存在す る が，こうい っ た課 題

に つ い て は今 後の 検 討 課題 とした い ．

補注

（1＞災 害対 策 基本法 には 「復 興」とい う文 言 が 2 カ所 存 在す る．第 8

　条 3項 （施策における防災上の 配慮等）「国及び 地 方公 共団体は，
　 （中 略）す みや か に，施 設 の 復 1日と被 災者 の 援護 を図 り．災 害 か ら

　の 復興に努め なければならない ．」第 97 条 （激甚災害の 応急措置

　 及 び 災 害復 1日に関す る経 費 の 負担 区分等 ）「政 府 は，（中略 〉被 災

　者 の 災害復興の 意欲を振作するため ，必 要な施策を講ずるもの と

　 す る．」

（2）都市復興計画の 変遷とそ の 課 題 に っ い て は ，越 山健 二 ，災 害後

　の 都 市復 興 計画 と住 宅 供給 計 画 に 関 す る事例 的研 究，神 戸 大学

　博士論文，2001 に まとめ られて い る．
（3）国土 庁 防災局 で は復 興 対策 に つ い て ，下表 の ような調 査 を行 っ て

　 い る．

表 4　新潟 県 中越地震 の 復 興 計画 の 有 無
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篷

生活の 再 建

7、13水害＋ 10．23 中 まちの活性化

越大震災＋融雪災 教育・文 化・コ ミュ ニ ティ
ー

の再建
　 10．54％

（旧長岡市〉
総合

害 中 山間 地 域 の 再 生

イン フラ復 旧

自然とともに生きる「山の暮らしと文化」の 再生・活性化をめざ

雨 や 雪等 による新た な災害の 発生 を継続的 に予防する
山 古志復興新
　 ビジョン

1D．23 中越大震災
山古志の 取組を強靱な国土 づくりの モ デル とする

復興 の主役 、推進者は住 民 自身
82．61％ 総合

長 岡 市 復

興計画
「復興」をキ

ー
ワ
ードに地域連携の 推進を図る

　 合併
（2005．1．1、
2006，1．1）「復元 」に こだわらず新しい山古志の 地図 を撥く

生 活の再建
・
再生一安心 して 住み 続 けれ られる生 活の確 保

一
栃尾市震災復
　 興 計 画

7．13水害 ＋10．23 中

　　越大震災

活 力の再 生
一

魅力とにぎわいの ある栃尾のまちづ くり
一

生活基盤整備一災害に強い 生活 基盤の 整備一　　　　　　
’ 4．72％ 総合

防災まちづ くり
一

市民と行政の 儡働 による防災力の 強化
一

元 気で 支え あう気持ちを育み 、全 て の 人に やさしい 里づ くり

安全 で味 にこだわ る 食の里 づくり

新 潟 県 中越 大

震災 に対する

小国地域の 復

　興ビジヨン

10、23 中越大震災
へ んなか ツ

ーリズム による もて な しの里 づくり
35，0偶 総合

伝統技術 の継承 と独 自技術を活かした こ だわりの里づ くり

くらしの 再 建

災害に強い 安全・安心なまちづくり
川 口町 震災 復 興計 画 10．23中越大 震 災 コ ミュ ニ テ ィ

ー
の 継承 と発展 71．78％ 総 合

被害大

総合計画
（201Dまで｝

まちの 活 力の 再 生

交 流 の拡 大

市民生活 の 復興

産 業 ・経 済 の 蝮 興

小 千 谷 市復興計画 1D．23中越大震災
安全 ・

安心 な社会基 盤．都市基 盤の 復旧
・
復興

コ ミュ ニ テ ィ
ー

の強化
28．36％ 総 合

被害大

総合計画
（20D5年 度

　まで）災害 に強 い まちづくり

復興の 進 め 方
．

「市 民の くらしと安心 」を復 興 する

柏崎市 震災 復 興 計画 10．23中 越 大震災
「地域の 活 力」を復興する

1．19跖 総 合
「柏崎 の魅 力」を復興する

　 合併

（20D5．5，1）
「協働 のまちづくり」を推進する

「生 活環境」生 き生きと暮らせ る安全 安心な生 活空間
「自然共生 」自然と共生み んなで育む魚沼の郷土

「保健 ・医 療 ・福祉」み ん なで支え る笑顔の ある暮 らし
魚沼 市震災復興計画 1023 中越大震災

「地域産業 」活力 に満ち特色 を持っ た地 域産業

11」4％

（旧 堀之内

　 町）

総 合
　 合併

（2004．11．1）
「教育文化 」ふ れあいで創る魚沼の 歴 史と文化

「防災
・復 興シス テム 」ともに支え ともに高 めあう地 域 の きずな

災害に強 いまちづくり
見 附 市 復 興プラン

7．13水害＋ 10．23中
　　越大震災 市民の 生活復興

4．67％
復 旧十

防災

総合計画

（2GD5 年度

　まで）

市 民生 活 の 再 建

安全で 安 心なまちづ くり

十 日町震災復興計画 10、23 中越大震災 活 力ある まちづくり 8．64％ 総合
　合併

（2005．4．1）
震災の 記録 と体験の 保存及び発信

復興の推進
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  ここで 取 り上 げた復 興計 画 は、「復 興計 画」とい う名 称をもっ た計 画

　の みで あ る．従 っ て ，1982 年 「長 崎豪雨 災 害 」により大 きな被害 を

　受けた長崎市で は，同年 「長崎防災都市構想」を策定して い るが，
　本稿で は検討 の 対 象としてい ない ．

（5）例えば，愛知 県 災 害復興計画 作成要綱には 「災害復興計画 は，
　伊勢湾台風 の 災害の 現状とそ の原 因 を （中 略）科学的に究明 し，こ

　れ に基 づ い て災害 の 防除 県 土保 全 及び 産 業 文化の 復興に 関す る

　総 合的 計画 を樹立 し．もっ て 県勢の 振 興と県民 福祉 の 向上 をは か

　るこ とを 日的とする．j（下線，筆者），とあり．住 民 の 意見を反 映す る

　 とい うよりも，「科学的 」に 作り上 げることに 主 眼が置か れ て い る ，この

　 「科学的」とい う文 言は新潟地 震 の 復興 計 画策定要綱 にも存 在する．
　愛知 県（1960），あとがき p3，新潟県 （1964），p334
（6＞「単に 復 旧 とい う意 味合い の 復興 で は なく，根本的な意 味で の 復

　 興を企 図す る事 業 計 画 案 を策 定 す る必 要 がある の で はな い か．こ
　 の ような考え方か ら平成 7 年 3 月，改 めて 平成 9 年 度を 日標 年 度

　 とする 『奥尻 町 災害復興計画 』を策定，各事業の 実施を 推進 して い

　 くこととした．」（奥 尻 町 （1996），北 海道 南 西 沖地 震奥 尻 町記 録 書，
　 奥尻 町，pl98 ）
  芦屋 市 の 復 興計 画は，まちづ くりの 日標 として 「ア 魅力あり芦屋

　 の まちづ くり，イ 快適で安全なまちづくり．ウ 人 と自然環境が共 生

　 したまちづ くり，工 福祉が充実したまちづ くり，オ ともに 築き助け

　合うまちづ くり」（芦屋 市 1997）とい う5 つ の 目標，西宮市 の 計 画は，
　 「1）安心 して 暮らせる，心 かようまちづ くり，2）災害に強い 安全なま

　 ちづ くり．3）活 力を生む 産 業の まちづ くり，4）魅力 あふれ る環境，文
　化，地 域社会づ くり」（西宮市 1995）とい う4 つ の 目標，を掲げて お

　 り，両 市の 復興計 画 共、「都市の 再建 」「被 災者 の 生活再建」「経済
　 再建 」の 3つ の 日標 を含 む 「総 合 的な 計 画 」とな っ て い る．（芦 屋 市

　 （1997）．阪神・淡路大震災 芦屋 市の 記 録
‘
95−’96，芦 屋 市t西宮

　 市 （1995）．西 宮市 震 災復興計 画，西 宜 市 ）
（8＞本表 は以 下 の 参 考文 献に基 づ き作 成 した．
・魚沼市 （2006），魚沼 市震災復 興 計画、魚沼 市
・小 国町 （20e5），新 潟 県 巾越 大 震 災に 対する小 国地域の 復興ビ ジョ

　 ン ，小 国 町
・小 千谷市（2005＞，小 千谷市復興計画，小 千谷市
・柏崎 市 （2GO5），柏崎 市震災復 興 計 画 中越地 震を乗 り越 えて 元

　 気を 出そ う柏崎 ！柏崎市
・川 口 町 （2005），川 口町 震災復興計i　1，川 口 1叮
・
十 日 町 市 （2005），十 日町 震 災復興 計画 ，十 日 町 市
・長岡市 （2005），長 岡市復興 計画，長岡市
・見附市 （2GO5），見附市復興プラン ，見附市
・山古志村復興新ビ ジ ョ ン 研究会 （2005），山古志復興 新ビ ジョ ン

ー

　 住民主 導 に よる創造 的復興に 向けて
一．山古志村復興新ビ ジョン

　 研 究会

　 市，島原 地域 再生 行 動 計画 策 定委 員 会事 務 局編 （1997 ），島原 地

　域再生 行動計画，長崎県

15）狆江市 （1975），多摩 川 堤防 決壊記録，狛 江市

16 ＞例 えば，鳴 海 邦碩，室崎 益輝他 （1996），復興 計 画 の 策定にお

　ける論 点と問題点 阪 神・淡路大震災
一

周年，都市計画，vol ．200，
　201，pp，15−72，都 市計 画 学会，林奉 男 （2001 ），地 震 災害 からの 復

　興過程 とその 対策計画，地 学雑誌 vol ．llO（6），pp．991−998
17＞林春男 （2001），地 震災害か らの 復興過 程とその 対策計画，地 学

　雑 誌，vol ．lle（6），pp，991−998
18）川 西 市（1997），阪神

・淡路大震 災川 西市の 記録
一

私た ち は 忘れ

　ない 一．川 西市，pl82
19）前掲 書，p179
2G）豊 中市（1997）．豊 r「1市の 記録 1995 年

．
1 月 17 日〜1997 年 3

　 月 31 日，豊 中市

21）尼 崎市 （1998），阪 神 ・淡路 大震 災尼 崎 市の 記 録，尼 崎 市，
　 pp．336−337
22）林春男 （2003），い の ちを守る地震防災学，岩波書店，．pl16
23）口 野 町 （2001），鳥取県西部地 震 20GO，10．60 野 1「rの 災害・復興

　 へ の 記 録，卩野 町

24）呉 市（2002 ），平成 13 年芸予 地震 （平成 13 年 3 月 24 卩）呉市 の

　被害と復興計画の 記録，呉市
25）新潟 県資料（各市町村 の 復興計画策定状況，平成 19 年 5 月 入

　 手 ）に よる

26）災 害救助実 務研 究 会 編集 （2006），災害救助の 運 用 と実務 平 成

　 18 年版，第一法規
27）栃尾 市 （2005），栃尾 市復興計画，栃尾 市，p1
28＞牧 紀男 他 （2006），ス テ

ー
クホル ダー参加 型 復 興 計画 策定手法 の

　構築一小千谷市復興計画策定で の試み
一．京都大学防災研究所

　年報第 姐 号B ，pp ．137 −146，　pl37
29）国 土 庁防災局 （1998），平 成 9 年度復興 施 策検討調査 報告書

　 大規 模火 山災害 対策 編，国土 庁

　 国 上庁 防 災 局 （1999 ），平 成 10 年 度復 興 施 策検 討 調 査 報 告 書

　 風水害対策編，国上庁

　 国 土庁 防 災 局 （2000a），平 成 11 年度 復 興 施策 検 討 調 査報 告 書

　 津波 災 害対 策編，国土 庁

（原 稿受 付 2007．5．28）
（登 載決 定 20G7．9．15）
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